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1 はじめに 
2016 年 8 月は日本全国的な猛暑に見舞われ
た（気象庁, 2016）。この夏の特徴の一つとし
ては７月末からの突然の猛暑の発生も掲げ
られる。ところで、日本の暑夏の要因の一つ
としては西太平洋の対流活動と関連する
Pacific-Japan Oscillation (PJO) （Nitta, 1987)が
知られている。また、初夏から盛夏にかけて
の日本付近の循環場の急激な変化に関して
は西太平洋モンスーンのオンセットに伴う
対流活動のジャンプが知られている（Ueda et 
al., 1995）。 
 
しかし、2016 年 8 月の日本の猛暑はこのよ
うな地域的な循環場の変化を包含した全球
的な循環場の変化に伴って発生している。こ
こでは、気象庁の再解析データ JRA55 を用
いて解析を行うと共に、気象庁の 1ヶ月アン
サンブル予報結果を用いてこの 8 月の変化
がどの様に予報されたかについても調べた。 
 
2	 結果 
2.1	 全球的変化 
図 1a に 2016 年 8 月平均地上 2m 気温偏差
（上段） ,並びに OLR(Outgoing Longwave 
radiation) 偏差（下段）を示す。また、比較の
為に PJO が正偏差で日本が暑夏であった
1984年の 8月平均（Nitta, 1987)も合わせて示
した。1984年の場合は OLRの負偏差はフィ
リピン付近に限定されており、また気温の正
偏差も日本上空に限定されている。一方、
2016 年の場合には地上気温の高温偏差は北
緯 45度付近で帯状に分布し、OLRの負偏差
も太平洋に限定されず、アフリカ、アメリカ
の広い経度帯に帯状に分布している。一口で
言えば、1984 年の暑夏が地域的な循環場の
影響であるのに対して、2016 年の場合は全
球的な変化に関連していると言えよう。 
 
図 2aに北緯 35度、東経 135度の地点におけ
る JRA55 の日平均気温の解析値と気候値を

示す。７月には気温は平年並みかそれ以下で
推移していたのが、７月 27 日になると急激
に上昇し、この状態が約 1 ヶ月間継続した。
ここでは、どの様な循環場の変化がこの急激
な変化が生み出したかについて調べる。 
 
2016 年暖候期について、15 日移動平均帯状
平均 OLR の気候値からの偏差の緯度－時間
断面を図 2b に示す。1 ヶ月程度の季節内変
動に重畳して 7 月末に対流活動が北偏し秋
まで継続している様子が見える。 
 
2016年 7月 27日前後でどの様な変化が生じ
たかを前後 15 日平均の差を取って調べた
（図 3）。日本を含む北東アジアに地上気温
の大きな高温偏差が見られるが、そればかり
でなく、北緯 45 度沿いにアメリカ、ヨーロ
ッパにも高温偏差域は広がっている。OLRの
差の分布の中心はフィリピンから西太平洋
にあるが、やはり北緯 15度付近のアメリカ、
アフリカ域にも負偏差が広く分布している。
これらから 2016 年 8 月の日本の猛暑は全球
的な熱帯対流活動の北偏と関連して生じた
可能性が考えられる。 
 
2.2	 成層圏循環との関連 
熱帯下部成層圏の短周期の気温変化は主と
して成層圏平均子午面循環の上昇流の変化
に誘起されて生じている。上昇流の強化の結
果、熱帯対流圏界面遷移層が不安定化し非常
に深い対流の活発化と遷移層内への対流雲
貫入の増加がこれまでの研究から知られて
いる（Eguchi et al., 2015; Kodera et al., 2015）。 
 
7月末の子午面循環の特徴を見る為に標準偏
差で規格化した 7 日平均気圧座標系帯状平
均鉛直流偏差の高度―緯度断面を図 4 に示
す。(a)7 月 21 日付近では上昇流偏差の中心
は赤道付近の南半球にあるが、(c) 8 月 4 日
頃には北緯 20 度付近に移動する。その中間 
(b)7月 28日付近では上昇流の中心は北緯 10



～20度付近に位置している。しかし、上昇域
は熱帯対流圏界面遷移層付近(150～70 hPa, 
14～19 km)にあり、対流圏下層までは延びて
いない。 
 
図 4には雲頂高度 17km以上の対流雲の頻度
分布も黒線で重ねて示してある。100hPa 付
近の上昇流の増加に対応して圏界面に達す
る非常に深い対流の発達が見られる。また、
(b)7 月 28 日付近では対流圏界面付近のみな
らず成層圏でも上昇流が増加している。この
事から成層圏ブリュワードブソン循環とハ
ドレー循環の上昇域が結合する領域（北緯 10
～20度）で、上昇流強化に対する応答として、
より深い対流がこの緯度帯で発達したと考
えられる。 
 
2.3	 1ヶ月アンサンブル予報 
気象庁 1ヶ月予報において、2016年 8月 4～
10 日の平均場がどの様に予報されたかを調
べる為に、図 5 に地上 2m 気温偏差(上段)、
地上降水量偏差(下段)の(a) 7 月 20 日、(b) 7
月 27日、(c) 8月 3日を初期値とした予報結
果を示す。 7月 20日からの予報では中緯度
の昇温も熱帯の降水帯の北偏も予報されて
いない。対流活動の北偏が開始した 7 月 27
日のからの予報では、降水帯の北偏と共に北
海道を含む北アジアの主要な高温発生域が
予報されている。1日前の 8月 3日からの予
報では当然ながら 8 月 4～10 日平均値につ
いては昇温、降水の北偏ともに良く再現され
ている。 
 
図 6 に熱帯（20°S-20°N) 平均気温の時間変
化傾向の高度－時間断面（上段）、帯状平均

降水量（下段）の緯度－時間断面を示す。図

6(a)は JRA55解析値、(b)は 7月 27日初期値
の予報、(c)は 7月 20日初期値の予報である。
成層圏での上昇流の増加に伴い対流圏の上

昇域が北偏する事を図 4で示した。これに対
応して解析値では鉛直流の代理変数である

気温の時間変化傾向(上昇流によって断熱的
に降温するという関係)が、27 日頃に成層圏
で負になると共に、降水帯が北上を始める。

27 日が初期値の予報は成層圏の寒冷化の開
始時からの予報であるので、その後の低温化

傾向も強度は小さいが良く表現されている。

また、北緯 7.5度あたりの強い降水帯の出現
を除けば、北偏も再現されていると言えよう。

しかし、それ以前の 7 月 20 日からの予報で

は北緯 20 度付近の降水は増加しないのに、
逆に赤道付近の南半球側で降水が増加する

ので、降水帯の北偏は再現されない。また、

100hPa 付近の気温変化もほとんど再現され
ていない。 

3. まとめ 
2016年の日本猛暑は 1984年の様なフィリピ
ン付近の対流活動の変化による、地域的な循
環場の変化に対する応答ではなく、全球的な
対流活動域の北偏に伴って発生している。こ
こでは詳しく議論する余地がないが、これは
季節内変動というより、季節進行に伴う断続
的な変動であると考えられる。 
 
この 2016 年初夏から盛夏にかけての対流活
動は、急激な変化が開始する以前からの予報
では再現されなかった。これは、モデルの積
雲対流に由来する系統誤差、あるいは熱帯成
層圏界面の気温変化の原因である惑星波の
増幅をうまく予測出来なかった事に由来す
ると考えられる。 
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図 1	 8月平均場：(a)2016年 8月、(b)1984年 8月。（上）地上 2m気温偏差、（下）OLR偏差。   

       

 

図 2	  (a)日本中西部 (東経 135度、北緯 35度) における日平均地上 2m気温。実線は 2016年

の日平均値、点線は気候値を示す。 (b) 15日移動平均帯状平均 OLR偏差の 2016年４月～10

月の緯度－時間断面。縦線は 7月 27日を示す。 

 



 

図 3  2016年 7月 27～8月 10日平均と 7月 12～26日平均の差：(上段)地上 2m気温差、（下

段）OLR差。右側のパネルは帯状平均値の緯度分布。 

 

	

 

図 4	 標準化した 7日平均気圧座標系帯状平均鉛直流偏の高度―緯度断面：a) 2016年 7月 18

～24日、b) 7月 25日～31日、c) 8月１～7日平均。黒線は同期間における雲頂高度 17km以

上の対流雲発生頻度の緯度分布を示す。 

 

 



図 5	 気象庁 1ヶ月予報による 2016年 8月 4～10日平均のアンサンブル予報結果。予報初

期値： a) 7月 20日、b) 7月 27日、c) 8月 3日。（上段) 地上 2m気温偏差、(下段) 降水偏差 

 

 

 

図 6	 （上段）熱帯（20S-20N) 平均気温時間傾向の高度－時間断面。（下段）帯状平均降水量

の緯度－時間断面。(a) JRA55解析値。(b) 2016年 7月 27日初期値の予報, (c) 同 7月 20日初

期値の予報。 


